








補体が腎炎発症に及ぼす影響を明らかにするため、家族性低 C3血症の 8例について、その

家族調査と臨床所見の検討を行った。遺伝形式は全て母→子に伝わっており、母親は 1例

を除き全例で腎機能は正常であった。患児は MPGN タイプⅠ様の病理所見のあるもの 3例で

あった。 


